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（名称）
第１条　　この会は玉川聖学院後援会（以下「本会」という。）と称する。

（事務所）
第２条　　本会の事務所は玉川聖学院内、世田谷区奥沢７丁目１１番地２２

号に置く。

（目的）
第３条　　本会は玉川聖学院の教育環境の整備と同学院の発展のため会員に

よる学院への経済的な支援、協力を促進することを目的とする。

（会員の資格）
第４条　　この会の会員は、次の５種類とする。

一　なでしこ会（同窓会）
二　玉聖友の会（卒業生保護者）
三　PTA（在校生保護者、現教職員）
四　旧教職員およびその関係者
五　一般（その他支援の意志ある者・団体等）

（入会）
第５条　　第４条の１項～４項については自動的に本会への入会の権利を有

する。
５項については、支援意志の表明をもって入会できるものとする。

（会費・会計）
第６条　　会費は徴収しない。また本会の会計として法人から独立して現預

金を取り扱うことはしない。本会の活動に係る一切の経費は学校
法人玉川聖学院の支弁とする。

（組織）
第７条　　本会は、学校法人玉川聖学院理事会直下の組織として理事長が役

員会を組織し運営する。

（役員会）
第８条　　役員会は理事長が会長を務め、理事長が指名する以下の委員で構

成する。
会長　　　　理事長　
副会長　　　若干名
事務局長　　　１名　　
事務局庶務　　１名　　

（役員の職務）
第９条　　会長はすべての業務を総括する。

副会長は会長を補佐し、会長不在のときはその職務を代行する。
事務局長は本会の事務全般を担当する。
庶務は事務局長を補佐する。

（役員の任期）
第１０条　役員の任期は１年とする。ただし再任は妨げない。

（活動の報告）
第１１条　後援会の活動については、定期的に理事会等に報告するとととも

に会員へ学院報等を通して報告及び広報活動を行う。

（その他）
第１２条　この会則に定めるものほか、必要な事項は別に定める。

付記　この会則は２０２１年　９月　１５日から施行する。

玉川聖学院後援会規約

３ 自分の可能性、使命の発見

２「違っているからすばらしい」という発見

１ かけがえのない私の発見

教育方針教育方針教育方針

スクールモットー

｢いつまでも残るのは信仰と希望と愛、これら３つです。
 その中で一番優れているのは愛です」　　聖書

神に対しては信仰　
事に対しては希望　
人に対しては 愛　 

玉川聖学院の教育



送金方法について

クレジットカード決済

専用「払込取扱票」による払込

〒158-0083 世田谷区奥沢７-１１-２２

玉川聖学院事務室

学院ホームページから

❶

❷

03 -3702 -4 1 4 1

03 -3702 - 8002

電話

FAX

＊遺贈によるご寄付や相続財産からの
ご寄付についてもご相談を受け付けて
います。

詳しくは学院ホームページをご覧いただ
くか、事務室にご相談ください。

ご相談窓口

　施設設備充実資金
施設（教室改修等）、設備（電気、空調更新）、
什器機器備品（ICT機器、その他）費用への
支援金として（空調設備更新においては
今後数年間、年間数千万円の支出見込）

年間およそ３千万円の支出がある奨学費
への支援金として

募金の目的

　 教育内容充実資金
年間およそ２億円程度の支出がある教育
研究経費を支援するための資金として

就学支援資金
（玉川聖学院奨学金）
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玉川聖学院を愛する皆様

皆様の愛する玉川聖学院は、創立者谷口茂壽先生
が切に願っていた全人格女子教育に今日も専念して
いることを、感謝と喜びをもってご報告いたします。
かつて「最も愛されている母校」に選ばれた本校は、
皆様の愛と力ある応援に支えられてきました。いつ
も関心をもって見守ってくださる皆様が待ちかねて
いたお知らせです。

ここに「玉川聖学院後援会」が設立されました。

玉聖は２１世紀を迎えると共に、生徒の安全と教
育現場の充実のために、校舎の全面建て替えをいた
しました。神様の御恵みによって、建築のための借
入金は順調に返済されましたが、校舎と教育設備の
営繕は常に必要とされています。現代の教育のニー
ズのためにはクラスの収容人数を減らす必要もあり、
学校経営としては厳しい時代を迎えています。この
ような中で「後援会」は、皆様の愛と応援の表現の
一つです。

マケドニアのクリスチャンたちがエルサレムの教会
のために是非献金したいと願っていたように（コリ
ント人への手紙第二8:4）、玉聖を愛する皆さんが学
校の歩みに貢献できる道が開かれました。是非、玉
聖の全人格女子教育の更なる充実と発展のために、
「玉川聖学院後援会」として共に歩んでくださるよう
にお願いいたします。

神様の祝福が一人一人の上に、また、玉川聖学院
の上に豊かに注がれますように。

道が開かれた
玉川聖学院理事長
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